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行政対策委員会 請願活動・行政への陳情・意見交換企画提案等

総務委員会 会議議案書企画・会計チェック等

広報委員会 ・機関紙提案、発送作業等

研修委員会 ・研修会の企画提案等

組織委員会 ・組織拡大の提案・実行等

 
 
 
 
 
 
 
 

平成30年度会計決算報告 H30.4.1～H31.3.31 (円) 

１．収入の部 

会費(賛助会費含む)      5,027,300 

寄付金・保険手数料       400,525 

募金収入                 12,000 

雑収入                       375,461 

前年度繰越金               2,240,475 

合計                  8,055,761 

 

２.支出の部 

会議費・旅費           423,279 

印刷費                         100,742 

通信運搬費                     321,053 

研修費                       2,079,000 

事務消耗品費                   391,457 

負担・分担・渉外費       364,165                  

給与手当            1,536,000 

法定福利費・福利厚生費     312,478 

募金支出                   12,000 

雑費                              534 

新聞図書費            6,480 

次期繰越金                   2,508,573 

合計                         8,055,761 

当期資金収支差額             268,098 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

１．収入の部 

会費(賛助会費含む)      4,869,000 

寄付金・保険手数料        400,000 

雑収入                        20,000 

負担金（全施連から給与手当他） 1,230,000 

前年度繰越金               2,508,573 

合計                  9,027,573 

 

２．支出の部 

会議費・旅費           650,000           

印刷費                         150,000 

通信運搬費                     360,000   

研修費                       1,500,000 

事務消耗品費                   500,000 

負担・分担・渉外費       430,000            

給与手当                2,600,000 

法定福利費・福利厚生費     560,000 

雑費                            10,000 

新聞図書費            6,480 

予備費            2,261,093 

合計                         9,027,573 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

2019年8月20日                          ひょうごかぞくねっと                             （２）   

平成30年(2018年)度事業報告・決算報告/２０１９年度事業計画・会計予算 

平成 30 年（2018 年）度 事業報告 

今年度は、８年振り 2回目の兵庫県知的障害者施設家族会連合会が開催県となり、第 14 回全国大会を舞子ビラにお

いて開催しました。大会の成功に向け、実行委員会を設け、一丸となり取り組みました。約 1 年間近く全国大会の

準備に集中するために、各地区のかぞくねっとの研修会を取りやめたこともあり、活動が低調になりましたが、会

員の皆様には、全国大会の成功に向け多大なご協力を頂き、誠にありがとうございました。 

評議委員会：2019 年 6 月 28 日（金） 場所：あすてっぷ KOBE 参加者：131 名 

2019 年度事業計画 

・ 全施連への協力 

・ 24 時間一貫した快適な入所施設の新設の請願継続 

・ 行政機関への陳情と意見交換の充実 

・ 組織の拡大と強化 

・ 活動力強化の研修会 

・ 理事の人員変更 

・ 家族会内部問題検討会 

・ 友誼団体との連帯強化 

委員会について

※ 第 1 回各委員会は、7 月 26 日（金）に開催しました。 

  その後の予定は、各委員会ごとに計画しています。 

2019 年度会計予算   2019.4.1～2020.3.31 (円) 



 
 
 
 
 
 
（研修会まとめ）社会保障の費用は、年々高齢者が

増え年金や医療のための費用が増える自然増です。な

のに、2019 年度予算では後期高齢者医療保険の軽減措

置の廃止や生活保護費、年金給付の引き下げで圧縮し

てきました。一方、防衛費は過去最高の金額が計上さ

れています。憲法で明記された、「健康で文化的な最

低限度の生活を営む権利」を保障するのが社会保障な

のです。そんな中、財務省を中心とする政府により、

社会保障費を賄うには消費税増税しかないと宣伝し

たため、多くの国民は「社会保障財源は消費税」でと

思い込むようになりました。こうした状況を踏まえ

「我が事・丸ごと」共生社会を標榜する介護保険制度

改革と障害者福祉改革について検討し消費税に依存

しない社会保障財源の確保の方向性についてお話し

ます。 

持続可能な社会保障制度を確立するための「地域包

括ケアシステム」構想があります。医療・介護が必要

な高齢者に対して、住まいも含めて医療・介護を一体

的に提供しようというものです。病状が悪化し、治療

を受け、回復して在宅に戻るという一連の流れをつく

ることです。要は医療費抑制のため、なるべく病床を

減らし、退院した患者の受け皿として介護保険サービ

スを中心に対応しようというものであります。しかし、

必要なサービスを保障する仕組みもありません。家族

やボランティア・地域の絆といったあいまいな互助を

想定しています。そんなので受け止められますか。 

そして、「我が事・丸ごと」地域共生型サービスが

設けられました。障害者や高齢者の介護や子育て、生

活困窮者といった地域のさまざまな課題を住民ひと

り一人が「我が事」としてとらえ、地域社会で「丸ご

と」対応していくものです。いや無理ですよ。みんな

自分の生活で精一杯です。公的責任において対応すべ

きものを住民の相互の支えに置き換えているんです。

ボランティアで地域の清掃はできても、介護のボラン

ティアは責任がともなうので難しいですよ。給料もら

っている介護職員でも人が集まらないのに。 

介護職員は３年以内に 65%辞めています。経験が必

要な仕事なのに。処遇改善は進んでおらず、介護現場

は深刻な人手不足です。 

介護保険は危機的状況にあります。通常のサービス

事業の場合は労働力不足が顕著になると市場原理が

作用し賃金の上昇がみられます。しかし介護事業の場

合は報酬が公定価格であるため、国の財政事情など政

策判断に基づいて行われます。介護保険制度は給付費

総額と保険料が連動する仕組みで、施設やサービス利

用が増え、介護報酬を引き上げると、介護給付費が増

大し、介護保険料の引き上げをもたらします。保険料

は定額保険料を基本とし、低所得でも免除を認めず、 

 

 

 

 

 

 

 

 

低年金者からも年金天引きで徴収する仕組みである

ため保険料の引き上げには限界があります。住民税非

課税者の保険料はゼロにすべきですよ。社会保障費は

全ての税収でやるべきですよ。 

障害者の高齢化にともなう「65 歳問題」は深刻です。

障害者総合支援法 7 条は、介護保険サービスと障害福

祉サービスの併給調整を規定しております。同一のサ

ービス内容のものについは、介護保険法の給付が優先

される、いわゆる介護保険優先条項です。ただし、障

害者の心身の状況等により、個別にさまざまなケース

が考えられることから、一律に介護保険サービスを優

先するのではなく、個別に障害福祉サービスの種類や

利用者の状況に応じて障害福祉サービスに相当する

介護保険サービスを受けられるかどうかを判断する

ものとされています。非課税の場合、障害福祉サービ

スの利用料はゼロだが、介護保険サービスでは 1 割負

担となります。岡山での浅田訴訟では 65 歳以降に自

立支援給付を受けるための裁判で勝訴しました。 

消費税増税分は一般会計です。目的税ではないので

社会保障に使われているか分かりません。一方で経済

戦略の一環として、法人税・所得税の減税が行われて

います。消費税増税しても増税分の大半は、減税した

法人税や所得税の穴埋めに使われたことになります。

日本の消費税はほぼすべての商品や流通にかかるた

め、低所得者には負担が重くなるんです。 

税制の基本原則は「応益負担」にある。同時に「最

低生活費非課税原則」といって国民が「健康で文化的

な最低限度の生活を営む権利」を公権が侵害してはな

らない。つまり最低生活費に食い込むような課税や保

険料の賦課を行ってはならない。この原則に従えば、

年金で最低の生活ができるようにし、社会保障の税財

源は、逆進性の強い消費税ではなく、累進性の強い所

得税や法人税などに求めるべきです。 

私は、介護保険料を所得に応じた定率負担にし、賦

課上限を撤廃するなど抜本的改革が必要と思います。

訪問看護や老人保健施設などの給付は医療保険に戻

したうえで、介護保険法と障害者総合支援法は廃止し、

障害福祉サービスの現物給付方式、自治体責任による

入所・利用方式、税方式による総合福祉法を制定し、

65 歳など年齢に関係なく必要な障害福祉サービスを

利用できる仕組に編成すべきと考えます。 

今こそ、社会保障と消費税・税制の正確な現状を分

かりやすく知らせつつ、消費税増税の中止と 5％への

引き下げ、医療・介護・年金の充実、そのための財源

は所得税と法人税の累進性の強化によって賄えるこ

となど対案を示し、国政選挙の争点としていく運動が

求められています。多くの人が安心して暮らしていけ

る社会をめざして活動していきたいと思っています。 

【評議員会終了後 研修会】2019 年 6 月 28 日 13：00～14：20 あすてっぷ KOBE 参加者 132 名 

演題：『「我が事・丸ごと」地域共生社会による社会保障削減と消費税増税を問う』 

講師：鹿児島大学 法文教育学域法文学系 法文学部 法経社会学科  教授  伊藤 周平 氏 

2019年8月20日                             ひょうごかぞくねっと                             （3） 

 研修会まとめと感想  東・北播磨・淡路かぞくねっと つつじ園家族会 前川 うめの 
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所施設の増加

う利用し、ど

か。又、家族
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誰もが安心
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会（通所）感
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を抱える施設
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係や 65 歳問

ついて知らな

い状況で一番

生活を構築し

護者を支援す

く生活してい

していける社

研修会でした

 

事 野口 雄

ひょうごかぞくね
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長の

が進

設の
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問題、医療・

ないことが多

番気になるの

ていくかとい

する仕組みが

いますが、社

社会になるよ

た。ありがと
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介護一体化

多かったので

のは介護保険
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があるのか。
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